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「洛外名所図屛風　北川家本」（個人蔵）における相撲場面

　近年公開された「洛外名所図屏風　北川家本」（個人蔵）は、一隻の中に金閣寺・大徳寺・龍安寺・嵯峨釈迦堂など、洛
西の名所を配置する。なかでも特徴的なのは中央に北野社とその社頭がとりわけ大きく描かれていることである。
　ここに描かれる北野社は、影向の松・右近の馬場・社殿、そして摂末社などが具体的に捉えられている。この点から本作
は、北野社頭図の性格を含んだ洛外名所図と位置付けることができる。
　社頭の一部である北野経王堂には相撲の場面が配置される。他の類例の経王堂には群踊や宴会の場面が描かれることが多
いが、なぜ本作では相撲がとりあわされるのか。北野社と相撲との歴史も含め、今号ではその意味も考えたい。

（西山　剛，13 頁参照）


